











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































戦前の旧体制のなか 、天皇制 観念的支柱であっ は記紀（古事記と日本書紀）とそ 説話（語り伝えられた神話や伝説）であっ 。津田






























































〟 （国を亡ぼすような音楽）のようなものであったと思われる。 〝ある党派〟 （共産党とは明言していない）































をえらぶ選挙がおこなわれ津田左右吉は、有効票九十票ちゅう七十九票をえて第五代総長にえら れた。学校当局は、選挙結果を平泉の疎開先に打電し、就任を交渉した。が、 「総長の柄ではない」 いって辞退した。再度就任を懇請したが、辞意はかた その理由の要旨は、つぎのようなものであった。　―
第一に七十三歳の老齢であること。総長という職につくには、もっと健康でなくてはならぬ。一学究の徒と総長の生活はじっさいそう簡単









かれはもともと世俗のことにあまり興味がなく、純学者肌 人であった（京口元吉教授談） 。これ 筆者が孫弟子にあたる人から聞いた話であ










































































































































































































事態は、辞職勧告の有無をめぐって紛糾した。ことの発端は 大内総長が、 「教授は責任をとる必要があるのではな か」といったことにあるよ















































その経歴をうかがうと、かれはけっしてエリートコースを歩んだわけではない。ごく平凡な、むしろ な教育をうけ にすぎない。 「学歴につ
いていえば、正式に入学し、正式に卒業したのは 小学校だけで る」 、とみずから語ってい
る（８）
。しかし、この小学校時代が津田の基礎学力のか



























津田は学校の課業のほかに、朱子学者の森先生 ら漢文をまなび、 『日本外史』 （江戸後期の史書。頼山陽が漢文で著わした武家中心の日本史。
二十二巻）や『十八史略』 （宋史にいたる中国の正史） 、 『左伝』 （ 「春秋」の注釈書）などにしたしんだ。漢文はもともと好きであったから、その力はぐんぐん伸び、後年、日本古典、中国や朝鮮の史書をよむとき大きな助けになったようである。この森という先生は、ひとかどの学者たから、津田はありふれた漢学塾に入る必要はまったくなかった。
ついで名古屋の私塾にまなんだ。明治二十一年（一八八八）中学ていどの私立学校に中途から入り、中途でやめてしまった（西本願寺別院設立




















































































































































































































岐阜のいなかから んぼ 中の学校にやってきた津田青年（十八歳）は、入学当初、クラスのもの 親しくまじわることなく、ただ講師の講義





































をよんでいたらしい。当時、学問のことは 何もわからなかった。学校の講義よりも 好きな本をよむほうが のしかった。学生時代の津田からは、後年の歴史学者としてのすがたをかいま見ることができ い。
076（41）
史家　津田左右吉
かれは課業のほか、どんなものを読んでいたのか。雑誌では『国民之友』 『日本人』 『しがらみ草紙』 『史学雑誌』 『史海』などをよみ、日本の古




のぞき、英語と教学につ て まにあわせの、いいかげんな二、三の私塾で学んだが、ほとんど得るところがなかった。英語は形ばかりの訳読をならっただけであったというから 深くは修めなかった 「子どもの時のおもひで」以後［遺稿］ ） 。
しかし、政治科の学生のとき、左記の英書をもち、目を通していた。
トマス・バビングトン・マコーレー（一八〇〇～五九、イギリスの歴史家・政治家）…………………『イギリス史』 （刊行年不詳）ヘンリー・トマス・バックル（一八二一～六二、イギリスの歴史家）……………………… 『英国文明史』 （一八五七、一八六一）フランソワ・ピェール ギローム・ギゾー（一七 七～一八七四、フランスの政治家・歴史家） 『ヨーロッパ文明史』 （英訳）トマス・カーライル（一七九五～一八八 、イギリスの評論家・思想家・歴史家） 『英雄崇拝論』 （一八四一）フリードリヒ・カルル アルバート・シュヴェ グラー（一八一九～五七 ドイツ 哲学者） 『哲学史』 （刊行年不詳）




読み、ま シュヴェーグラーの『哲学史』は ほねを折って読ん という。しかし、いなか市の塾で、訳読を教わっただけ 英語力で、はたしてこれらの高級な英文を理解できたであろうか。かれは「それをよむだけ 素養はな ったにちがいないから、よむにはよ でも実は何もわからなかったであろう」 （ 「自叙伝」 ）と べて る。かれは語学についてこんなことをいって る
（42）075
語学はその才がなく、教師につかなかったのと、努力が足りなかったために、何をはじめてもものにならなかった、と。英語だけは、曲りなり






























満韓史研究に従事するかたわら、津田は十年計画で日本の文学思潮史をまとめること 思い ち、大正十年（一九二一） 、 『神代史 新
しい研究』 （大正２） 、 『
文学に現はれた





























の、世間から孤立したものであり、世間や学界 ら相手してもらえない場合もすくなくなかったという。しか 、かれは無視されても不満を感じたこともなく、ひとりで問題をつく ひとりでそれを考え、ひとりでそれをたのしんだ（ 「わたくしの信条」 ） 。


































































り、東京都武蔵野市境一四二七の自宅において亡くなった。享年八十八歳であった。その死は『朝日』 『毎日』 『読売』の各紙によって、写真入りで報じられ さいごまでじぶんの著作に改修の手をくわえていた。
一方、津田とともに出版法違反で起訴された岩波茂雄は、終戦の翌年
（昭和二十一年四月）脳溢血により亡くなった。享年六十五歳であった。生前、津田とともに筆禍事件に連座したとき、男気があった岩波は、弁護士や法廷に提出する印刷物の手配など、津田のためにいたれりつくせり、最大限奉仕したこ はよく知 ており は終生岩波にふかい感謝の念をもちつづけ 。
津田左右吉博士の墓。（平林寺―上山霊園）
072（45）
史家　津田左右吉
る。すこしわかりかけて来たと思うころは、一生におわりを告げるときである。個人のしごとには、おわりがあるが、学問的研究には限りがない。
若いひとが老いたるものの跡をつぎ、世代をかさねしごとをつづけてゆく。学問は遠いむかしから、このようにして発達してきた。自由な精神
と態度とをもって学問を更新、発展させていって欲しい。
いつ死ぬかわからないが、生きているあいだは、今日のことを今日のこととして努力したいと思っている。わたしはますます老いてゆ ますが
000000000000
、
永遠に学生であります
0000000000
（ 『早稲田大学アルバム』早稲田大学新聞会、昭和
38・１） 。
津田がい たかったのは、自由研究の学問的精神
0000000000
を体得
00
し、学問の発展に寄与してほしいということであった。かれは一年後の翌年の秋十月に
没したから、これがかれの遺言となった。……
注（１）家永三郎「記紀批判弾圧裁判考
―
津田左右吉筆禍事件始末」 『ヒストリア』第
15号所収、昭和
32・２。
（２） 「ジョン・ガンサーの日本天皇」 『日本週報』第３号所収、昭和
20・
12。
（３）渡辺義通「津田史学の特質と現代的意義」 『世界』所収、昭和
23・
11。
（４） 『世界』の編輯者「津田博士『建国の事情と万世一系の思想』の発表について」 『世界』所収、昭和
21・５。
（５）注 の九頁。（６）家永三郎著『津田左右吉の思想的研究』 （岩波書店、昭和
47・６） 、四六九頁。
（７） 「津田左右吉」 『近現代人名辞典』所収、吉川弘文館、平成
13・７。
（８）津田左右吉「明治十年代の田舎の小学校」 『婦人之友』所収 のち『全集』第
24巻に収録。
主なる参考文献『早稲田文学』第一号、明治
24・
10。
『
　　
〃
　　
』第七号、明治
25・１。
『半世紀の 』早稲田大学出版部、昭和７・
10。
（46）071
『原理日本』臨時増刊、第十五巻第十一号、原理日本社、昭和
14・
12。
『赤旗』第一号、赤旗出版部、昭和
20・
10。
『日本週間 三 日本週報社
20・
12。
『潮流』第二号、吉田書房、昭和
21・２。
『世界』岩波書店、昭和
21・３。
『〃』岩波書店、昭和
21・５。
『〃』岩波書店、昭和
23・
11。
『歴史学研究』第一三六号、昭和
23・
11。
『真相』第五巻第一一号、人民社、昭和
25・９。
向坂逸郎編『嵐のなかの百年』勁草書房、昭和
27・
11。
ねずまさし『天皇家 歴史
　
神代から平安期まで』新評論社、昭和
28・７。
『文芸春秋』文芸春秋新社、昭和
31・８。
『文芸春秋
　
天皇白書』文芸春秋新社、昭和
31・
10。
『ヒストリア』第一七号、大阪歴史学会、昭和
32・２。
『日本歴史講座
　
第八巻
　
日本史学史』東京大学出版会、昭和
32・６。
安倍能
よし
成しげ
著『岩波茂雄伝』岩波書店、昭和
32・
12。
『世界』第一九五号、岩波書店、昭和
37・３。
『早稲田大学アルバム』早稲田大学アルバム刊行会、昭和
38・１。
『図書』第一七〇号、岩波書店、昭和
38・
10。
『津田左右吉全集
　
付録』岩波書店、昭和
39・１～昭和
41・１。
『津田左右吉全集
　
21巻』岩波書店、昭和
40・６。
『
　　　
〃
　　　　
23巻』岩波書店、昭和
40・８。
『
　　
〃
　　
24巻』岩波書店、昭和
40・９。
『思想の研究創刊号』津田左右吉研究会、昭和
42・
10。
070（47）
史家　津田左右吉
家永三郎著『津田左右吉の思想的研究』岩波書店、昭和
47・６。
『現代史資料月報
　「思想統制」付録』みすず書房、昭和
51・
11。
『早稲田大学百年史
　
第一巻』早稲田大学、昭和
53・３。
『図説
　
昭和の歴史
　
6　
大戦への道』集英社、昭和
55・３。
『現代史資料
　
42　
思想統制』みすず書房、昭和
58・
11。
『アサヒ
　
ジャーナル（三月十日号） 』朝日新聞社、平成元年・３。
『東京朝日新聞』朝日新聞社、昭和
15・２～３／昭和
20・８～昭和
21・７。
『早稲田大学新聞』早稲田大学新聞会、昭和
21・３～９。
『東京大学学生新聞』東京大学学生
24・
10～昭和
25・
12。
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